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序　　　　文

　フィリピン共和国政府は、同国の農地の90％を占めるマージナルランド（土壌的・地形的な限

界農地）に適した農業技術の開発と普及を目的として、我が国に「フィリピン農民参加による

マージナルランドの環境及び生産管理計画」に関するプロジェクト方式技術協力を要請してきま

した。

　国際協力事業団はこの要請を受けて、平成11年８月17日から同26日まで、農林水産省北海道農

業試験場生産環境部部長 尾和尚人氏を団長とする事前調査団を現地に派遣し、本プロジェクト

の要請背景等について、フィリピン政府関係者と協議及び現地調査を行いました。

　さらに、前記調査報告を踏まえ、本プロジェクトの開始に必要な現地調査及びフィリピン政府

関係者との協議を行う目的で、平成11年11月23日から12月９日まで、旭チッソ株式会社技術顧問

安田環氏ら５名の短期調査員を現地に派遣しました。

　以上の調査結果を受けて平成12年１月12日、当事業団フィリピン事務所所長 小野英男はフィ

リピン農業省次官 C.M.DRILON JR.氏との間で討議議事録（Ｒ／Ｄ）等、関係文書の署名を取

り交わし、本プロジェクトは平成12年２月１日から５年間にわたり、実施されることになりまし

た。

　本報告書は上記の各調査・協議結果を取りまとめたものであり、今後本プロジェクトの実施に

あたり、広く活用されることを願うものです。

　終わりに、この調査にご協力と御支援を頂いた内外の関係各位に対し、心から感謝の意を表し

ます。

平成12年１月

国際協力事業団

理事　後藤　洋
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